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障害者支援施設での乗馬療法（Ⅱ）
−施設内での乗馬療法の試みと職員による効果の検証−
川添敏弘１・山川伊津子１・高橋千秋２・高橋宏行２
村山　啓３・庄司泰夫２・井上　博２・福山貴章１
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１．はじめに
乗馬療法の治療効果
　乗馬療法はアニマル・セラピーのひとつに位置付けられている。アニ
マル・セラピーは、「動物介在療法（Animal Assisted Therapy ; AAT）」と
「動物介在活動Animal Assisted Activity ; AAA）」から成り立っており、近
年では学校教育現場を含めた教育効果を期待して「動物介在教育（Animal 
Assisted Education ; AAE）」の概念が含まれるようになってきている。こ
のうち「動物介在療法」は、治療目的で行われている活動に位置付けられ、
人に対する治療行為が許されている医師や理学療法士、作業療法士らが活
動メンバーに入り、記録を取りながら行われている。一方、「動物介在活
動」はレクリエーションとして実施されるものとするのが一般的である。し
かし、厳密に医療行為としての活動にこだわりすぎると、認知症や知的障
害などの治癒を期待することができない人たちを対象としたリハビリテー
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ションなどでの活動の位置付けが困難となってしまう。そこで、「動物介在
療法」と「動物介在活動」を分けることなく「アニマル・セラピー」とし
て活動し、個々に治療目標をたてながら治療効果を期待しているケースも
多い。
　アニマル・セラピーは、「心理的効果」と「社会的効果」、「生理的・身体
的効果」の３つの効果が期待されている（川添, 2009）。例えば、「心理的効
果」では、動物とふれあうことによって安心がもたらされたり（Rosemary, 
1991）、孤独感を減少させたり（Monika, 1991、Marian & William, 2002）す
ることや、抑うつの軽減（Eileenら, 1994）や不安の軽減（Sandra & Kathryn, 
1998）に効果があることなどが報告されている。また、「社会的効果」と
しては、犬を連れている人物の方がそうでない人物よりも好ましい評価が
なされることが報告されている（Lookwood, 1983、金児, 2006）。そして、
「生理的・身体的効果」としては、本岡ら（2002）が犬と一緒に散歩するこ
とが副交感神経の亢進と交感神経の抑制を促すことを報告している。他に
も、心臓疾患患者の生存数に関する研究において、ペットを飼育している
人の方がそうでない人よりも長生きする可能性が高いとする研究が有名で
ある（Friedmannら, 1980）。これらの研究は小動物の飼育が対象であるが、
乗馬療法の研究においても様々な報告がなされている（表１）。
表１　乗馬療法の効果
身体面の効果
姿勢の改善：側湾などの姿勢の異常が改善される。
バランスの改善：直立、歩行時の体重の負荷と移動が改善される。
筋緊張の緩和：緊張しすぎたり、緊張が足りない状態が正常化する。
筋の強化：下肢の筋など使わないために低下している筋が強化される。
動作範囲の拡大：手足の可動範囲が広がる。
運動技能の改善：歩行時の協調運動が改善される。
感覚機能の統合：手と視覚の共応動作が改善される。
心肺機能：筋の強化や体幹の強化による心肺機能が強化される。
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心理面の効果
自信・意欲・自尊心の向上、自己効力感、自己概念の向上、責任感、勇気
集中力：危険を伴う運動により集中力が必要とされる。
興味の拡大：移動できることにより世界が拡大する。
情緒のコントロール：ウマをコントロールするために根気が養われる。
身体イメージの改善：自己の身体状態について客観的な理解が必要とされる。
記憶機能：訓練を行う際に必要とされる。
発話機能：ウマへ指示をだすのに要求される。
空間認知機能、空間識：奥行き知覚の異常が改善される。
社会面の効果
協調性：チームワークにより乗馬訓練をするのに必要とされる。
コミュニケーション能力：ウマや介助者とのコミュニケーションが必要とさ
れる。
（岩本ら、2001より引用）　
　草食動物である馬の気性は決して荒々しいものではないが、人間に服従
することを覚えさせなければ危険な行動をとる生き物である。そのような
大きな動物の背に乗ることで、集中力を培ったり、勇気を持ったりするこ
とができる。また、人間よりも高い体温は、やさしさと安心感を与え、視
線の高さは自尊心を向上させたり自信を与えてくれたりする。乗馬活動で
は、このような心理的効果をもたらすことができる。また、危険を伴う活
動であるため、スタッフとのコミュニケーションは不可欠となり社会的効
果が促進される。そして、独特の姿勢をとることで、様々な運動機能に影
響を与えてくれる。普段とは違う筋肉を使い、バランスをとりながら姿勢
を維持する乗馬は、緊張と弛緩を自らコントロールすることが求められ、
自然に重心を整えてリラックスした活動ができるようになる。このような
身体的効果は、肢体不自由な障害者に有効とされている。
重度・最重度知的障害者の特徴
　知的障害を持っていても、発達は生涯にわたって続いていく。この発達
を促していくためには、自ら新しいことを試したり、様々な場面に参加し
たりして刺激を受けていく必要がある。知的障害者は個々に特徴を有して
おり、援助者らは常に当事者の能力に基づいた環境を提供していかなけれ
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ばならない。困難な活動は、彼らの自尊心を低下させるだけではなく、発
達を促すための活動をあきらめてしまう可能性すらある。つまり、集団で
の活動であっても、個人の能力に合わせた内容の提示や配慮を欠かすこと
はできない。その一方で、過保護になりすぎることは、障害者の個性を妨
げ、自分から実践してみたいという内発的動機づけを阻害してしまう恐れ
がある。このように、重度・最重度知的障害を持つ人たちを支援すること
は、環境に配慮しつつ、どの程度見守り働きかけていくのかの距離感を保
つことが重要になる。
　重い機能障害を持っている人は、健常な人と比較して刺激を受ける機会
が乏しくなる。そこで近年では、「スヌーズレン」などで五感を刺激してい
る施設も増えてきている。重度・最重度の障害者は、感覚器官や神経が損
傷されているために感覚が健常者と違っている場合があり、「スヌーズレ
ン」などで感受性の特徴を確かめることは有効とされている。感覚には視
覚・聴覚・味覚・臭覚・触覚があるが、これらの刺激を統合して健常者は
物事を判断している。しかし、知的障害者の中にはこれらの統合が上手に
できずに、うまく判断ができない場合がある。例えば、レモンがあり、見
て、さわって、臭いをかいで、味をみて、それらがばらばらとなった現実
とは別の像に感じてしまうケースなどがある。しかし、何度も繰り返すこ
とで経験的に、レモンを認知するようになっていくのである。しかし、時
には刺激に過敏に反応してしまい、強い光やある種の音、シャワーの感覚
などの刺激に過敏に反応し、パニックに陥る場合がある。このような過敏
性は刺激の処理や統合が困難であることを示している（グンネルら, 2009）。
また、逆に感受性が低下しているケースでは、強い刺激を与えなければな
らない場合や、すぐに眠気を催したりする人もいる。このように感受性に
問題を抱える人たちは、刺激の統合がうまくできていない可能性が高いと
いえる。また、重度・最重度知的障害を持つ人たちは、このような感覚の
問題だけではなく、運動機能に問題を持つ人たちも多く存在する。
　運動機能を上手に活かすには、感覚器官と神経系統を脳の運動野で統合
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させなければならない。その結果、関節と筋肉の動きの調整や平衡感覚を
保つことが可能となる。それができなければ、筋肉の委縮や関節の硬縮が
顕著になったり、身体のバランスが悪くなったりしてしまう。また、大き
な動きは可能でも、スプーンを持って食事をしたり、鉛筆で絵描きをする
などの細かな動きが苦手な人も多い。運動機能は、脳神経による複雑な調
節機能が存在することで、その能力を発揮できるのである。このような運
動機能を自分の意思でコントロールするには、身体が安定していなければ
ならない。身体を安定させにくい人は、背中、脇、首の支えに加え、前方
からの支えも必要になる（グンネルら, 2009）。
障害者支援施設「向陽園」での試み
　山形県山形市の郊外に、自立訓練事業のひとつとして厩舎と馬場を中心
とした環境整備活動を行っている重度・最重度知的障害者が入所している
施設がある。社会福祉法人・愛泉会「向陽園」という障害者支援施設であ
る。特徴的なのは、施設内に馬場を作り、春から秋の期間の平日は、天候
が良ければいつでも障害者の乗馬活動ができることにある。「向陽園」は、
利用者80名、職員60名の施設であり、生活介護事業として４つのデイサポー
トセンターを併せ持っている。通常、このような障害者支援施設で行われ
る乗馬活動は、利用者を連れて乗馬クラブに行くことにより実施されてい
る。しかし、乗り物を用いて障害者を乗馬クラブへ移動することは簡単で
はなく、連れていくことができる利用者も制限されてしまう。つまり、対
象者は乗り物で移動可能であり、自分の番を待つことができる施設利用者
に限定されてしまう。また、月に１回の定期的な活動では、どうしても治
療効果を求めるよりもレクリエーションが目的の活動となってしまう。ま
た、多くの施設利用者を乗りたいときに乗せてあげるという利用者本位の
活動が制限されてしまうことにもなる。つまり、施設内に馬場があるとい
うことは、それだけ質が高い活動になることを意味している。
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重度・最重度知的障害者と乗馬療法
　乗馬による重度・最重度知的障害者への心理的効果は、健常者のレクリ
エーション同様の効果が期待できる。視点の高さは恐怖をもたらすが、楽
しさを覚えた後は自尊心、自信、意欲などの向上へと繋がると考えられる。
また、刺激の対象が限定されるために集中力も増すであろう。そして、乗
馬後に感謝の意を表して馬の顔をなでる挨拶行動からは、繊細な感情を得
る機会となるかもしれない。これまでの活動でも、ほとんど笑顔を見せる
ことがなかった施設利用者が満面の笑顔を見せるケースが幾人も認められ
ている。また、語彙数が極端に少ない利用者が「お馬さん」という単語を
覚えていたり、窓からずっと馬を眺めていいたりする施設利用者もいる。
　社会的効果としては、「お馬さん」をキーワードにしてスタッフと会話を
する機会が増えている。その会話のお中には、「馬は寒くないのか」「馬も
重いと感じるのか」「馬はお菓子が好きか」など、馬のことを思いやる内容
のものも含まれることがある。また、「次は、いつ馬に乗れるのか」と時間
の感覚を考える機会となる会話もある。また、緊張と喜びが交錯する刺激
環境の中でスタッフ（サイドウォーカー）と会話することは、対人関係の
学びを得る機会にもなると考えられる。
　身体的効果としては、バランスをとるために姿勢を整えようとし、普段
は使わない筋肉を使うことが注目される。機能障害を持つ人たちは、バラ
ンスをとることがうまくできない場合がある。例えば、全身が弛緩し、車
椅子でも上半身を固定していなければならない利用者が、乗馬をきっかけ
に自らバランスをとることを覚え、日常生活でも座位がとれるようになっ
たケースがある。このような身体的特徴を持っている利用者たちは、生活
の中で自ら努力をしてバランスをとれるように努力することはないし、職
員も援助の中でバランス訓練を導入しようと考えることはない。通常、身
体的な特徴を受け入れ、その利用者に合った援助を導入するのが一般的で
ある。他にも、全身を硬直させ、緊張状態にある利用者が、乗馬中は両腕
の力を抜き、喜んでいる姿も認められている。また、関節が固いと表現さ
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れるような関節の可動域に障害を持つ人も、乗馬により関節が柔らかくな
ることが認められている。このような利用者たちは、乗馬後の歩行の中で
強調運動が改善され、歩幅が大きくなったり、歩くスピードが速くなるな
どの効果が明瞭となる。このような運動機能に障害を持つ人を対象とした
研究は比較的以前から行われており、Bertoti（1988）の研究では脳性麻痺
の後遺症を持つ子どもたちを対象として、乗馬療法を受ける前後での姿勢
の改善に関する評価を行っている。
２．研究方法
　施設内馬場における重度・最重度発達障害者に対する乗馬療法の記録を
実施することとした。一年目としては、記録を残すことで施設職員全体の
意識を高めることを目標とした。
　以下の期間、場所で調査を実施した。
期間：平成21年度４月から12月初旬
場所：山形県山形市長谷堂4687番地　
施設：社会福祉法人・愛泉会　障害者支援施設「向陽園」
施設概要：利用者80名、職員60名
方法：記録用紙を用いて、利用者の「表情」・「姿勢」・「行動」・「目線」の
変化を記録する。また自由記述欄に感じたことを書いてもらう。そ
れらを集計し、効果を検討する。
　向陽園で作られた記録用紙（表２）を用いて利用者の乗馬前と乗馬中の
状態を記録し、それらを用いて効果の検討を行った。この内容は、「表情」・
「姿勢」・「行動」・「目線」の４つの項目とし、それぞれに４〜6個の選択肢
を設けた。この記録用紙はBertoti（1988）が用いたものを川添（2009）が
改変し、さらにそれを施設の乗馬療法に関わるスタッフが一般職員でも理
解できるようにつくり変えたものである。このシートの記録は、乗馬療法
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に関わるスタッフ二人だけでは記録が難しいことから、乗馬する利用者の
担当職員にお願いすることとした。そのため、個人差が生じるとも考えら
れたが、記録を残すことの大切さを実感してもらう事を重視した。また、
重度・最重度の障害を持つ利用者の表情や行動の微妙な変化は、担当職員
の方がよく把握しており、利用者の変化をより反映できると考えた。その
ために、記録用紙をわかりやすくし、実践活動を行うこととした。
表２　向陽園職員が作った利用者カード
ご利用カード
平成　　年　　月　　日　
氏名：　　　　　　　　　　　　　　
　 乗馬前　　　　　　　　　　　　　　　　乗馬中
表情
１．とても硬い
２．硬い
３．普通
４．柔らかい
５．とても柔らかい
６．その他
表情
１．とても硬い
２．硬い
３．普通
４．柔らかい
５．とても柔らかい
６．その他
姿勢
１．支えられて立っている
２．傾いて立っている
３．座位を保てている
４．自分で立っている
５．その他
姿勢
１．支えられて立っている
２．傾いて立っている
３．座位を保てている
４．自分で立っている
５．その他
行動
１．とても落ち着きがない
２．落ち着きがない
３．普通
４．落ち着いている
５．とても落ち着いている
６．その他
行動
１．とても落ち着きがない
２．落ち着きがない
３．普通
４．落ち着いている
５．とても落ち着いている
６．その他
目線
１．うつむいている
２．顔を上げている
３．辺りを見渡している
４．その他
目線
１．うつむいている
２．顔を上げている
３．辺りを見渡している
４．その他
特記事項・その他お気づきの点がございましたらご記入ください
記入者：　　　　　　　
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　これらの記録は当初、乗馬前と乗馬後でとることとしたが、障害者の特
徴でもある、「今、ここ」の状態に行動や感情は左右されるので、乗馬前と
乗馬中に記録をし、乗馬後の様子で特筆することがあれば自由記述の欄に
書いてもらうこととした。
　「行動」の項目は、多動の利用者を想定してその様子の変化を観察するこ
とを目的として設定した。重度・最重度知的障害者の行動の特徴として、
落ち着きのない多動な利用者が多くいることをあげることができる。その
反面、活動性が低い利用者も多くいる。そういう利用者は「表情」や「目
線」のような細かな部分の観察により、気分の状態を把握できると考えた。
「目線」は、乗馬を楽しむことができると視線が上がっていき、自ら周囲
を見渡すケースが認められるので、記録をとることとした。また、「姿勢」
の項目は、緊張が強い人と弛緩が著明な人に対しては別途シートを準備し
たが、この記録用紙にも記録した。体軸が馬に対して直角に近く、体重が
骨盤に乗っている姿勢を理想とし、それに近い姿勢がとれているかを記録
することとした。利用者の方の中には、脳の器質的な障害により、運動機
能が健常者のように働いてくれない方々も多くいる。そういう人たちの姿
勢やバランス感覚が、乗馬により改善されていくケースがあり、それらを
記録することを目的とした。
　「表情」の項目は、乗馬により、多くの利用者の表情が和らぐという報告
を受け、「とても硬い」「硬い」「普通」「柔らかい」「とても柔らかい」「そ
の他」の6つの選択肢を設けた。「表情」は乗り始めに緊張している場合も
あり、馬に乗る前の表情を記録することとした。「姿勢」の項目は、姿勢と
バランスの感覚がとれるようになる人がいるという報告を受け、「支えら
れて立っている」「傾いて立っている」「座位を保てている」「自分で立っ
ている」「その他」の5つの選択肢を設けた。「行動」の項目は、多動傾向
がある利用者が落ち着いて楽しむという報告を受け、「とても落ち着きが
ない」「落ち着きがない」「普通」「落ち着いている」「とても落ち着いてい
る」「その他」の6つの選択肢を設けた。「目線」の項目は、機能障害のた
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め、前傾姿勢で乗馬している利用者も、楽しみだすと自然に視線を前方に
向けるようになる。このように、乗馬活動を楽しみ余裕ができている指標
として「うつむいている」「顔を上げている」「あたりを見渡している」｢そ
の他｣ の４つの選択肢を設けた。
　これらの記録は、研究者よりも、担当職員の方が個々の利用者の感情表
現方法を知っているので適任であると考えた。記録者が10名程度存在する
ことによる記録者の信頼性に関する問題は生じるが、それよりも利用者の
変化を見逃さないことを重視することとした。
３．結果
　得られたデータは総計277人分であった。これらの記録の中には、施設
の入居者だけではなく、デイサービスに来ている利用者も含めている。ま
た、ひとり１〜20回の乗馬経験を持ち、今年初めて体験する人から、２年
間でと30回以上経験している利用者もいる。
　今回とった記録の総計は277例で、欠損値がある67例を除外した。また、
緊張しながら笑顔をつくっているケースや、姿勢が正常に近いが急に前方
に傾いたりするケースの記録の仕方を統一していなかったため、2 ヵ所以
上に印が付いているものが31あった。そこで、さらに31のデータを排除し
た結果、有効値は179となった。有効回答率は64.6％となった。
１）乗馬中の表情の変化
　「とても硬い」｢硬い｣ だった利用者の表情が「普通」を含め柔らかくなっ
たのは、30人中21人（70.0％）であった。そして、「普通」だった利用者が
「柔らかい」「とても柔らかい」になったのは「その他」を除くと96人中52
人（54.1％）であった。また、表情が乗馬前よりも硬くなった人は「その
他」を除いた175人中14人（8.0％）、乗馬の前後で変化がなかったのは179
人中71人（39.7％）であった。
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　これらの結果より、表情が硬い傾向にある人たちや「普通」の人たちの
表情が、127人中73人（57.5％）の表情が柔らかくなる変化が認められた。
一方で、全体の8.0％の人たちは緊張のため表情が硬くなることも分かっ
た。また、変化を認めなかった人たちも全体の39.7％と一定の割合で存在
することがわかった。
表３　乗馬中の表情の変化
乗馬前 乗馬中 人数 合計
とても硬い とても硬い
硬い
普通
柔らかい
とても柔らかい
その他
0
2
1
0
1
0
4
硬い
とても硬い
硬い
普通
柔らかい
とても柔らかい
その他
0
7
11
7
1
0
26
普通
とても硬い
硬い
普通
柔らかい
とても柔らかい
その他
1
5
39
41
11
1
97
柔らかい
とても硬い
硬い
普通
柔らかい
とても柔らかい
その他
0
1
2
24
11
0
38
とても柔らかい
とても硬い
硬い
普通
柔らかい
とても柔らかい
その他
0
5
0
1
1
0
7
その他
とても硬い
硬い
普通
柔らかい
とても柔らかい
その他
0
0
0
3
1
0
4
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２）乗馬中の姿勢の変化
　「支えられて立っている」｢傾いて立っている｣ だった利用者の姿勢が
理想的な座位に近くなったのは、25人中12人（48.0％）であった。そし
て、「座位を保てている」「自分で立っている」だった利用者147名のうち7
名（4.8％）が姿勢を保てず「支えられて立っている」｢傾いて立っている
｣ 状態になった。また、姿勢に変化が認められなかったのは179人中133人
（74.3％）であった。
　これらの結果より、姿勢に変化が認められない人が多数を占めたことが
わかる。しかし、バランス感覚がとりづらい人が、乗馬によりバランス感
覚が改善するという一定の効果も認められた。この改善事例の中には、小
児脳性麻痺の後遺症の影響で、全身の筋弛緩を持つ車椅子生活を送ってい
る利用者が、馬上では座位を保つことができるようになったものもある。
表４　乗馬中の姿勢の変化
乗馬前 乗馬中 人数 合計
支えられて立っている支えられて立っている
傾いて立っている
座位を保てている
自分で立っている
その他
10
0
5
6
0
21
傾いて
立っている支えられて立っている
傾いて立っている
座位を保てている
自分で立っている
その他
3
0
1
0
0
4
座位を
保てている支えられて立っている
傾いて立っている
座位を保てている
自分で立っている
その他
3
3
32
0
0
38
自分で
立っている支えられて立っている
傾いて立っている
座位を保てている
自分で立っている
その他
0
1
21
87
0
109
その他
支えられて立っている
傾いて立っている
座位を保てている
自分で立っている
その他
0
0
2
1
4
7
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３）乗馬中の行動の変化
　「とても落ち着きがない」｢落ち着きがない｣ だった利用者の行動が「普
通」を含め落ち着きが認められたのは、35人中30人（85.7％）であった。
そして、「普通」だった利用者が「落ち着いている」「とても落ち着いてい
る」になったのは「その他」を除くと74人中42人（56.8％）であった。ま
た、乗馬前よりも行動に落ち着きがなくなった人は「その他」を除いた174
人中5人（2.9％）、乗馬の前後で変化がなかったのは179人中82人（45.8％）
であった。
　これらの結果より、普段から「普通」もしくは「落ち着いている」利用
者たちは、馬上での「落ち着き」に変化は認めにくかったが、行動に落ち
着きがない人たちが馬上では落ち着くことができる傾向が認められた。一
方で、2.9％の人たちは落ち着きがなくなることも分かった。
表５　乗馬中の行動の変化
乗馬前 乗馬中 人数 合計
とても落ち着きがないとても落ち着きがない
落ち着きがない
普通
落ち着いている
とても落ち着いている
その他
0
0
0
3
3
0
6
落ち着きがない
とても落ち着きがない
落ち着きがない
普通
落ち着いている
とても落ち着いている
その他
0
5
12
11
1
0
29
普通
とても落ち着きがない
落ち着きがない
普通
落ち着いている
とても落ち着いている
その他
1
2
29
35
7
2
76
落ち着いている
とても落ち着きがない
落ち着きがない
普通
落ち着いている
とても落ち着いている
その他
0
1
1
37
7
0
46
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とても落ち着い いるとても落ち着きがない
落ち着きがない
普通
落ち着いている
とても落ち着いている
その他
0
1
0
8
10
0
19
その他
とても落ち着きがない
落ち着きがない
普通
落ち着いている
とても落ち着いている
その他
0
0
0
1
1
1
3
４）乗馬中の目線の変化
　「うつむいている」だった利用者の目線が「顔を上げている」「辺りを見
渡している」ようになったのが、28人中23人（82.1％）であった。一方で
「うつむいているまま」の人は5人（17.9％）であった。うつむいている
ケースでは姿勢も傾いており、支えられてなければならない場合が多かっ
た。しかし、馬上で上体が起きていくのと同時に目線が上がっていく傾向
にあった。同様に、「顔を上げている」人たちで「辺りを見渡している」よ
うになったのが84人中25人（29.8％）いた。この項目の結果の特徴は「そ
の他」が他の項目と比較して多かったことがあげられる。「その他」の中で
多かったのは、「うつむいている」状態で「辺りを見渡している」ケースが
あり、「うつむいている」と「辺りを見渡している」の両方に印がつけられ
ていたり、乗馬中の項目に印が表記されていない結果が数件あり、データ
として削除したものが多くあった。
　これらの結果より、乗馬により目線が上がっていき、辺りを見渡す余裕
が出てくる傾向が認められた。また、顔を上げることができないまま視線
を上げ、周りを見渡そうとしていく目線の変化もうかがうことができ、馬
上という視点の変化が与える影響を認めることができた。
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表６　乗馬中の目線の変化
乗馬前 乗馬中 人数 合計
うつむいている うつむいている
顔を上げている
辺りを見渡している
その他
5
17
6
0
28
顔を上げている うつむいている
顔を上げている
辺りを見渡している
その他
5
54
25
0
84
辺りを見渡してい
る
うつむいている
顔を上げている
辺りを見渡している
その他
0
6
44
4
54
その他 うつむいている
顔を上げている
辺りを見渡している
その他
0
0
4
9
13
４．考察
　重度・最重度知的障害者施設に入所する利用者のもつ障害の特徴は様々
である。対人関係の質的な問題を持ち強度行動障害を併せ持つ自閉症の利
用者や、小児麻痺の後遺症で脳の器質的な障害による行動障害を持つ利用
者、ダウン症に併発する疾患を持つ利用者、難聴や弱視など、複数の障害
を併せ持つ利用者も多い。このような人たちのQOL（生活の質）を上げて
いくうえで重要になるのが、利用者本位の支援にあるといえる。自立支援
法では、「ノーマライゼーション理念の下、障害種別、程度を問わず、障害
者が自らその居住する場所を選択し、その必要とする障害福祉サービスそ
の他の支援を受けつつ、障害者の自立と社会参加の実現を図っていくこと
を基本として、障害福祉サービスの基盤の整備を進めること」と述べられ
ている。このような理念に従う生活は重要であるが、困難であることは言
うまでもない。
　障害者に対する乗馬活動は全国で展開されているが、希望する利用者が
全員参加できるわけではない。それは、障害者乗馬ではサイドウォーカー
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が必要であるため人手がかかり、おとなしく馬に乗る順番を待てる利用者
のみが対象となるからである（川添、2009）。その活動もほとんどが年に数
回に限られてしまう。しかし、施設内に馬場を設けることによって、多く
の利用者が希望に添った形で乗馬を楽しむことができる。これは、まさに
自立支援法の謳う理念に準じるものといえる。そういう環境の下で、今回
の調査を行うことができた。
　乗馬中の表情の変化を観察した結果から、表情に変化を認めなかった人
たちが39.7％と一定の割合で存在したものの、表情が硬い傾向にある人た
ちや「普通」の人たちの表情が127人中73人（57.5％）柔らかくなる変化が
認められた。自閉傾向を持つ利用者や強度行動障害を持つ人たちを含め、
感情表現が上手でない利用者が存在する中で、この活動が感情を表現する
場として有効であることが理解できる。重度・最重度知的障害者のうち行
動障害を持つものは、これまでの人生の中で、親や職員に、自発的な行動
に対して注意や制限をされてきた体験を多く持っており、人に対して警戒
心を持っているケースも少なくない。そのため、日常生活の中で肯定的な
感情を表現する機会が乏しくなっているケースが多くなっていると考えら
れる。しかし、乗馬活動の中では、そのような行動を制限されてきた利用
者も、馬に対して容易に感情を表現できるのではないかと考えることがで
きる。
　乗馬中の姿勢の変化を観察した結果から、姿勢に変化が認められなかっ
た人が74.3％存在したが、「支えられて立っている」「傾いて立ってい
る」だった利用者の姿勢が理想的な座位に近くなったのは、25人中12人
（48.0％）いた。つまり、バランス感覚がつかめない人たちの半数近くが重
心をうまく取れるように努力し、成果があったことを示している。もちろ
ん、サイドウォーカーの働きかけによる部分も多くあるが、一定の評価が
できると考えることができる。活動者の中には、歩幅が大きく改善し歩行
スピードが速くなる結果が認められたり、全身が弛緩している脳性麻痺後
の後遺症を持つ利用者の姿勢が車椅子上で座位をしっかり保てるようにな
219
障害者支援施設での乗馬療法（Ⅱ）
るなどの効果も認められている。バランス感覚や歩行などに障害を持つ人
が中心であるが、乗馬によって運動機能が改善する傾向が認められたとい
える。
　乗馬中の行動の変化を観察した結果から、乗馬の前後で変化がなかっ
た人が45.8％存在したものの、行動に改善が認められた人は109人中72人
（66.1％）いた。障害のひとつに多動や衝動といったものがあるが、乗馬
活動がこのような特徴を持つ利用者に対して落ち着きの時間を与えるのに
有効である可能性が示唆されたと考えている。これらは、視線の変化やバ
ランスをとることに集中しなければならないことが原因であると考えられ
るが、脳の器質的な問題で多動が起こっていることを想定すれば、馬上で
は、安全を保とうとする部位が優位に働くことが予想され、通常と違った
脳の働きを促すことが期待できると考えられた。馬上で手を上げたりゲー
ムを導入したりすることによって、さらに集中力を喚起することが可能に
なると思われた。
　乗馬中の目線の変化を観察した結果から、「うつむいているまま」の人も
17.9％いたが、多くの人が、馬上で上体が起きていくのと同時に目線が上
がっていく傾向にあった。「顔を上げている」人たちで「辺りを見渡してい
る」ようになったのも29.8％おり、馬上で視線の高さに慣れ、周囲を見渡
せるようになっていく傾向が認められる。視点が高くなることによる危険
を感じながら楽しい活動を行い、その恐怖を克服することにより、自尊心
が向上していくことが予測できる。これは、乗馬療法の効果のひとつとし
て重要なものであり、自信が持てる活動のひとつとして注目することがで
きる。
　このように、乗馬活動によって、身体面および心理面に影響を与えるこ
とが理解できる。また、乗馬活動の中心となっているのがレクリエーショ
ンとしての楽しさと、馬を通してのサイドウォーカーとの交流であること
から、社会面の効果も期待することができる。このような乗馬療法の三つ
の効果の影響を同時に与えることで、施設の利用者たちの生活の質の向上
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に寄与することができると考えられる。しかも、施設内の馬場で行うこと
によって、利用者本位の活動ができることに非常に高い意味があると感じ
ている。このような活動を通して、より質の高い知的障害者更生施設とし
ての役割を果たすことができると考えている。
　今後は、本研究をもとに、記録票の改善や記録者の質の維持、個別事例
の行動分析などを行うことによる、乗馬療法の効果をより明確にしてい必
要があると考えている。
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